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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。アルデヒド脱水素酵素は、アルコール代謝の主要経路においてアルコール脱水素酵素に次ぐ酵素です。肝臓には、細胞質とミトコンドリアの2つの主要なアルデヒド脱水素酵素アイソザイムがあり、これらは異なる遺伝子によってコードされており、電気泳動移動度、速度論的特性、細胞内局在によって区別できます。この遺伝子は細胞質アイソザイムをコードします。マウスの研究では、この遺伝子がレチノール代謝における役割を通じて、高脂肪食に対する代謝反応の調節にも関与している可能性があることが示されています。[RefSeq提供、2011年3月],触媒活性：レチナール + NAD(+) + H(2)O = レチノイン酸 + NADH.,機能：遊離レチナールおよび細胞内レチノール結合タンパク質結合レチナールに結合します。レチナールデヒドをレチノイン酸に変換/酸化することができます。,経路:補因子代謝;レチノール代謝。,類似性:アルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。,サブユニット:ホモテトラマー。,
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	レチノール代謝;
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	ALDH1A1 抗体を使用したマウス肺溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	ALDH1A1ポリクローナル抗体を用いたマウス肺、マウス肝細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

